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明るく住みよいまちを目指して自治会に加入しましょう

　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
毎
年
、
自
治
会
活
動
と
市
行

政
と
の
協
調
や
円
滑
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各

地
区
の
自
治
会
を
代
表
す
る
13
地
区
の
支
部
長
が
出
席
し
、「
市

長
と
の
懇
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
懇
談
会
は
行
わ
ず
、
書
面
で
の
要
望
・
回
答
の
や
り
と

り
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
１
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、

各
地
区
の
支
部
長
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
対
し
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
自
治
会
連
合
会
で
は
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て

地
区
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
市
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①東西方向の交通手段について【桜井支部】
②新方川左岸側道　間久里新田橋際の大杉公園通り接続部拡幅について 
　【新方支部】
③増林地区センター前道路（市道 2180 号線）の拡幅延伸について 
　【増林支部】
④新大袋地区センター・公民館建設の推進について【大袋支部】
⑤越谷市地内の JR 武蔵野線高架化と側道取り付けについて【出羽支部】
⑥蒲生地区に於ける県道 380 号線の拡幅について【蒲生支部】
⑦南越谷小学校の防球ネット設置について【南越谷支部】
⑧（仮称）大成町公園の整備促進要望について【大相模支部】
⑨（仮称）越谷市立地域スポーツセンターについて【大沢支部】
⑩安全安心な通学路等の整備について【川柳支部】

※その他、５件の要望については文書による回答

要望一覧

日
時 : 

令
和
４
年
１
月
13
日（
木
）15
時
～

場
所 

： 

越
谷
市
役
所 

第
２
委
員
会
室

令
和
３
年
度
市
長
と
の
懇
談
会
が

令
和
３
年
度
市
長
と
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た



こしがや自治連だより第７３号 （2）

◆運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの　「手を上げる　子どもはあなたを　信じてる」
主催：毎日新聞社　令和４年使用交通安全年間スローガン

様
は
圧
巻
で
す
。
終
点
に
て
お
焚
き
あ

げ
を
し
手
締
め
を
し
て
終
了
し
ま
す
。

長
い
間
、
農
村
の
神
事
と
し
て
語
り
つ

が
れ
て
き
た
「
北
川
崎
の
虫
お
い
」
絶

や
す
事
な
く
守
り
続
け
て
次
の
世
代
に

継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
唯
一
現
在
ま
で
続
い
て
い

る
民
俗
行
事
と
し
て
、
平
成
20
年
３
月

14
日
付
で
埼
玉
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

鷲
越
自
治
会

�

会
長　
石
橋　
輝
弘

　

鷲
越
自
治
会
は
、
昭
和
47
年
、
古
き

良
き
歴
史
を
継
承
す
る
大
沢
地
区
に
誕

生
し
、
私
は
第
六
代
会
長
の
拝
命
を
受

け
３
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
当
自

治
会
は
、
世
帯
数
千
を
超
え
る
大
き
い

自
治
会
の
た
め
、
地
域
を
一
区
、
二
区
、

三
区
の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
管

理
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
内
容
は
、
鷲
越
公
園

を
中
心
に
開
催
す
る
「
納
涼
大
会
」、

自
治
会
館
を
使
っ
て
の
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」、
高
齢
者
の
誕
生
会
を
兼
ね
た

「
粋
生
会
（
い
き
い
き
か
い
）」、「
餅
つ

き
大
会
」、「
わ
か
わ
し
子
供
会
」
の
活

動
な
ど
、
幅
広
い
年
代
の
方
を
対
象
に

し
た
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

会
員
の
健
康
増
進
の
た
め
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
」を
は
じ
め
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」「
野
球
」「
ゴ
ル
フ
」「
卓
球
」
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
安
全
や
生
活
環
境

蒲
生
本
町
自
治
会

�

会
長　
井
上　
光
男

　

蒲
生
本
町
自
治
会
は
平
成
24
年
に
法

人
化
を
行
い
、
令
和
３
年
秋
よ
り
自
治

会
館
新
築
工
事
が
本
格
的
に
稼
働
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
の
長
年
に
わ
た
る
願

い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
来
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
様
々
な
活
動
が
自
粛
と
な
り

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
が
失
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
小
学
生
の
通
学
の
安
全

を
見
守
る
学
童
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ふ
れ
あ

い
公
園
清
掃
は
継
続
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

夏
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
防
災
訓

練
等
の
事
業
も
今
後
は
世
の
中
の
対
応

に
沿
っ
た
新
た
な
魅
力
あ
る
内
容
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
当
自
治
会
は

防
災
意
識
が
高
く
班
ご
と
の
ま
と
ま
り

も
良
く
日
頃
か
ら
声
か
け
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
戸

建
住
宅
の
増
加
と
と
も
に
進
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

約
４
０
０
世
帯
の
世
代
を
超
え
た
家

族
、
友
だ
ち
、
仲
間
が
健
康
で
明
る
く

暮
ら
せ
る
自
治
会
づ
く
り
を
住
民
全
員

で
知
恵
を
出
し
合
い
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
地
域
の
各
自
治
会
間
の
交
流

も
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

北
川
崎
自
治
会

�

会
長　
阿
部　
健
次

　

地
区
内
を
流
れ
る
新
方
川
の
北
東
部

に
北
川
崎
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
、

田
畑
が
多
く
広
々
と
し
た
田
園
風
景
が

自
慢
で
す
。
自
治
会
行
事
の
中
で
も
江

戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
「
虫
お
い
」

は
７
月
24
日
が
本
番
で
す
。
当
日
は
午

後
３
時
頃
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、
境
内

に
は
タ
イ
マ
ツ
が
並
べ
ら
れ
出
番
を
待

ち
ま
す
。
午
後
７
時
大
タ
イ
マ
ツ
に
火

が
入
る
と
提
灯
を
先
頭
に
平
新
川
の
堤

防
ま
で
約
２
㎞
の
道
程
を
１
時
間
ほ
ど

か
け
て
行
列
が
続
き
ま
す
。
鉦
、
タ
イ

コ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
子
供
達
の
「
イ
ー

ネ
の
虫
ホ
ー
イ
ホ
イ
」
の
か
け
声
と
共

に
タ
イ
マ
ツ
が
途
切
れ
る
事
な
く
行
く

健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ
る

�
自
治
会
づ
く
り

北
川
崎
の
虫
お
い

み
ん
な
が
楽
し
め
る

自
治
会
活
動
を
目
指
し
て

活
紹
動

介
夏祭り

消火訓練

虫おい

納涼大会防災訓練



こしがや自治連だより 第７３号（3）

◆歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの　「スマホじゃない　見るのは前でしょ　周りでしょ」
主催：毎日新聞社　令和４年使用交通安全年間スローガン

を
守
る
た
め
の
年
末
夜
警
、防
災
訓
練
、

衛
生
部
に
よ
る
薬
剤
散
布
の
ほ
か
、
広

報
部
に
よ
る
回
覧
等
の
広
報
活
動
、
昨

年
開
設
し
た
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
な
ど
、
自
治
会
活
動
の
情
報
発

信
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
「
こ

の
地
区
に
住
ん
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
。」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
林
自
治
会

�

会
長　
宇
田
川　
理
順

　

大
林
自
治
会
は
、
区
域
内
に
越
谷
梅

林
公
園
が
あ
り
、
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
に

も
隣
接
し
た
緑
豊
か
な
静
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
た
住
宅
街
で
す
。
現
在
の
世
帯

数
は
４
５
８
世
帯
、
そ
の
多
く
の
世
帯

は
他
の
地
域
か
ら
転
入
さ
れ
た
世
帯
で

す
。

　

自
治
会
で
は
、
会
員
同
士
の
交
流
や

安
全
安
心
の
た
め
の
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
参
加
で
き
る
運
動
会
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
万
が
一

に
備
え
て
の
防
災
訓
練
や
住
み
や
す
い

環
境
維
持
の
た
め
の
班
内
清
掃
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
幅
広
い
世
代
が
交
流
で

き
る
よ
う
、
縁
日
や
お
み
こ
し
、
福
引

な
ど
を
行
い
一
千
人
以
上
の
参
加
が
あ

り
住
民
相
互
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨
年
度
及
び
今

年
度
上
半
期
の
イ
ベ
ン
ト
は
残
念
な
が

ら
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
自
治
会
と
し

て
で
き
る
範
囲
の
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
会
員
に
自
治
会
や
地
域
の
情
報

を
提
供
す
る
た
め
に
「
自
治
会
通
信
お

お
ば
や
し
」
の
発
行
、
自
治
会
内
の
安

全
安
心
の
た
め
の
防
犯
見
廻
り
、
そ
し

て
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
災
害
用
資

材
や
備
蓄
品
を
備
え
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
自
治
会
活
動
を
と
お
し
て
会

員
同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
共
助
の
気
持
ち

を
培
い
、
会
員
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
、
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１. 基本的な感染防止対策の実施
　●�マスクを着用（ウイルスを移さない）
　●�人と人の距離を確保（１ｍを目安に）
　●�「５つの場面」「感染リスクを下げながら会食を

楽しむ工夫」を参考に
　●�３密を避ける、大声を出さない

2. 寒い環境でも換気の実施
　●�機械換気による常時換気を（強制的に換気を行う

もので 2003年 7月以降は住宅にも設置。）
　●�機械換気が設置されていない場合は、室温が下が

らない範囲で常時窓開け（窓を少し開け、室温は
18℃以上を目安！）� �
また、連続した部屋等を用いた２段階の換気や
HEPAフィルター付きの空気清浄機の使用も考え
られる（例：使用していない部屋の窓を大きく開
ける）

　●�飲食店等で可能な場合は、CO2センサーを設置し、
二酸化炭素濃度をモニターし、適切な換気により
1000ppm以下（*）を維持� �
* 機械換気の場合。窓開け換気の場合は目安。

　国の内閣官房孤独・孤立対策担当室は、孤独・孤立に関する各
種支援制度や相談先を一元化し、情報発信するウェブサイトを作
成しました。
●�ホームページ名称「あなたはひとりじゃない」
　【URL】https://notalone-cas.go.jp/
●�専門家から、悩みを抱える利用者に向けて、役立つヒントを掲
載（相談窓口の上手な活用方法、ストレスに対処する方法）
●�自動応答によるチャットボットにより、約150の国の制度や相
談窓口の中から利用者の悩みに応じたものを案内する機能を搭載

3. 適度な保湿（湿度 40％以上を目安）
　●�換気しながら加湿を（加湿器使用や洗濯物の室内

干し）
　●�こまめな拭き掃除を
　� 出典：厚生労働省ホームページ

『５つの場面』　 場面１：飲酒を伴う懇親会  
場面２：大人数や長時間におよぶ飲食  
場面３：マスクなしでの会話  
場面４：狭い空間での共同生活  
場面５：居場所の切り替わり

食事・住まい・家事、生活や
医療に係る費用、仕事・職場、
妊娠・出産、子育て、一緒に
暮らしている人との関係、介護、
犯罪被害・消費者被害、病気・
依存症 /社会復帰、交通事故・
災害、新型コロナウイルス、悩
みを話せる場所がない

※悩みの分類は以下の12種類

住
み
よ
い
ま
ち
を

�

目
指
し
て

サマーフェスティバル

大袋地区体育祭

寒冷な場面における
新型コロナ感染防止等のポイント

国が孤独・孤立対策国が孤独・孤立対策
ホームページを新設ホームページを新設



こしがや自治連だより第７３号 （4）

こ
し
が
や
自
治
連
だ
よ
り

事
務
局
　
越
谷
市
越
ヶ
谷
四
｜
二
｜
一

発
行
人
　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会

（

令
和
４
年
２
月
１
日
発
行

◆『架空請求』や『振り込め詐欺』が多く発生しています◆
不安を感じた場合は、すぐに警察署・消費生活センターなどに相談してください。

越
谷
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課
内

会
長
　
石
㟢
　
一
宏
）

　住宅用火災警報器は、越谷市火災予防条例で全ての住宅に設置が義務付けられています。
　しかし、過去 10 年間に市内で発生した住宅火災で逃げ遅れによって亡くなった方の大半のお宅には、住宅用火災警
報器が設置されていませんでした。
　住宅用火災警報器は、火災を早期に知らせてくれる重要な機器です。大切な命を守るために住宅用火災警報器を設置
しましょう。また、「いざ」というときに適切に作動するか定期的に点検しましょう。

どこに住宅用火災警報器を設置すればいいの？

住宅用火災警報器はどうやって点検すればいいの？

【問合せ】消防局予防課　TEL 048-974-0103

定期的にボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をしましょう

例年、１月に実施している自治会連合会先進地視察研修と２月に実施している自治会シンポジウムは、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の観点から、昨年度と同様に、今年度も中止となりました。

越谷市消防局からのお知らせ

自治会連合会先進地視察研修及び自治会シンポジウムは中止に


